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Studies and Minority Studies)、異文化問研究及び言語的人権論 CIntercultural Studies and Linguistic Human 
Rights)、日本語教育及びマイノリティ教育 (Japanese Education and Minority Education) だ。
名前学の先行研究は数多いが、近年ニューカマーとして来日した日系ブラジル人、日系ペル一人の名前についての
研究はなかった。本研究は、彼らの事例と状況を記録することで名前学に貢献するo
日本研究及びマイノリティの研究については、 Tsuda (1996) が言うように、日本人のエスニシティーに関する研
究はこれまで比較的少なかった。
また、 Tsuda が指摘したように、マイノリティにも肯定的マイノリティと否定的マイノリティがある。 Tsuda に
よれば、日系ブラジル人の場合、母国では肯定的マイノリティだったのが、来日した途端、否定的マイノリティに境

























・第 5 章 日本の学校における日系人児童・生徒の名前









































国の慣例との事離が大きい事実、欧米の知くアルファベットを用いながらもブラジル・ペルーでは given name(GN) 
と family name (FN) の各々に 2 つ並記するケースもあり、最大 4 つの名が並ぶ場合のある事実、さらに日系人の
場合このうちのどれかに日本名が混入するといった事実を論じた。
第五章は本研究の核心部を成し、日系人児童が修学する場合、すでにパスポートの表記から教育委員会に登録され
たリストの中から各学校での名簿作りに際し、故意に日本的氏名の慣例に合わせた FN+GN 型に偽造される過程を
多くのデータと共に立証し、これに関わる問題点に照準をあてた。
第六章結論において、以上の考察から筆者の未来に向けての提案を付記し、同時にこの研究の意義を確認した。
本論分は長年の実地調査・観察に基礎を置く撤密で入念な研究成果であり、テーマおよび研究方法においてもとも
に独創性があり、斯界に投げかけるインパクトも大きく、学術的完成度は高いものといえる o また、対象児童・生徒
に対する慎重で思慮、深い筆者の調査態度は審査員一同の好評を得た。ただ、英語の立体や論の運びゃ結論部にまだ望
まれるところが多少散見されうるが、大きくその学術的意義を損なうものではな L 、。
以上によって、委員会は本論文を博士(言語文化学)の学位論文に十分値するものであると判定した。
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